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論文内容の要旨

本論文は，筆者は三菱電機株式会社中央研究所において行ってきた， リチウムで活性化した CdSの

光電特性とその電子写真への応用に関する研究の成果をまとめたものである。その内容は， 7 章と謝

辞によって構成されており，以下に各章の概略を述べる。

第 1 章は序論であって， CdSの光学的・電気的特性に関する従来の研究の概要を簡単に述べるとと

もに，この分野における本論文の占める位置とその電子写真への応用に対する社会的意義を明らかに

する。

第 2 章は本研究に用いた CdS結晶を，昇華再結晶法で作成した理由を説明し，ついで、高濃度のリチ

ウム不純物で活性化した CdS結品が特有の品癖をもつこと，およびC軸方向の格子定数が選択的に縮

小することを示した。さらにリチウム不純物が，これら CdS結品構造におよぼす影響についても言及

している。

第 3 章はリチウムで活性化した CdS結晶のホトルミネッセンスについて述べる。リチウム濃度が増

すと，エキシトンに関連した基礎吸収端領域の発光強度が減小する一方，不純物準位に関与した

green edge emission強度は大きく増加し，第 1 ピークと第 2 ピークの発光強度の逆転がみられるな

ど，一連の実験結果を示す。ついで，これらの特性に対するリチウム不純物の役割についても明らか

にしている。

第 4 章はリチウムで活性化した CdS結晶の光導電特性について述べている。まず光電流の波長感度

測定から，従来の CdSではみられない新しい光導電ピークを観測した。また広範な光励起強度に対し

て光電流が直線的に変化すること，早い光応答速度をもつこと，暗抵抗・光抵抗が高いことなどリチ
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ウム不純物特有の光導電特性を示すとともに，これらの特徴が電子写真用感光材料としてきわめて適

切な基本的特性であることを指摘する。さらにこうした特性は， リチウム不純物をドープすることに

よってつくられた，高濃度でしかも深い二つの再結合中心によって説明できることを明らかにする。

第 5 章ではリチウムで活性化したCdS結品の光ホール効果について述べている。前章で示したよう

にリチウムをドープした CdS結晶はきわめて高暗抵抗をもつため，光励起のもとで実験が行われた。

広い光励起強度にわたるキャリア濃度，ホール移動度の測定結果，およびごれらの温度特性の結果は，

前章の光導電特性の結果に対する考察を裏付ける実験的証拠のーっと云える。

第 6 章はリチウムで活性化した CdS粉末感光材料の電子写真への応用について述べる。まず第 2 章

から第 5 章までに検討してきた CdS: Li結晶での成果を CdS粉末に適用した結果，定性的にみでほぼ

結品と類似の特性を示すことが実験的に判明した。つぎにこの CdS粉末を我々の考察した新しい電子

写真プロセスに適用し，従来の約 2 倍(1. 51x.sec) の感度指数をもつことを明確にした。さらにこ

の電{-写真プロセスを採用した超高速ファクシミリ装置に適用し， A 4 サイズの書画を約15秒で受信

.記録することに成功した。

これは無機感光材料研究分野の人述のみでなく，今後ますます進展する情報化社会の中でその社会

的意義は大きいと云えよう。

第 7 章は結論で，本研究で得られた成果を総括して述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文はリチウムを不純物とした CdSの光電特性の研究とその電子写真への応!日結果をまとめたも

のである。

まず， リチウムで活性化した CdS単結品について，ホトルミネッセンス，光導電特性，光ホール効

果などの基礎的研究を行なしヘ CdS中におけるリチウム不純物の準位， CdSの光電特性に対するリチ

ウム不純物のはたす役割などについて詳細にしらべた。その結果，ほぼ平衡飽和濃度 2 X 10 19 cm-3 に

近いリチウム不純物を含む CdS は，リチウム不純物特有の幾つかの新しい特性，例えば新しい光導電

ピークの存在，暗抵抗の著しい増大，広範囲にわたる光電流特性の直線性などを示すことを見出した。

次に，このような CdS結品で得た特性を CdS 粉末電子写真旧記録材料に適用し，従来の約 2 倍の

'llJ;. r写真感度を得ることに成功した。さらに，この成果を実際のファクシミリ装置に適用することに

より，高速度で高品質幽像の記録を可能にしたことは工学的に大きな成果である。

よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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